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　第29回「なかしべつ冬まつり」で行われた『雪上ジャンボサッカー』

の１コマです。 

　参加した子どもたちは、土の上とは勝手が違う雪上で、悪戦苦闘

しながら大きなボールを必死に追いかけていました。 

 

「白熱！ジャンボサッカー」 
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第
三
十
四
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
「
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
が

し
る
べ
っ
と
町
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
演
は
中
標
津
小

学
校
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
合
唱
部
の
皆
さ

ん
で
、
「
夕
や
け
こ
や
け
」
な
ど

全
八
曲
を
披
露
。
二
十
八
人
の
さ

わ
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
に

響
き
わ
た
り
、
訪
れ
た
観
客
も
満

足
そ
う
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

2
21

「
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
 

な
か
し
べ
つ 

 

冬
ま
つ
り 

第29回 
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中
標
津
町
全
町
内
会
連
合
会
女

性
部
（
端
裕
子
部
長
）
が
創
部
十

周
年
を
記
念
し
て
、
「
環
境
問

題
」
に
関
す
る
研
修
会
を
し
る
べ

っ
と
で
開
催
し
ま
し
た
。
各
町
内

会
女
性
部
員
の
ほ
か
、
農
協
・
商

工
会
等
の
女
性
部
員
ら
合
わ
せ
て

八
十
四
名
が
参
加
。
講
演
会
、
事

例
発
表
を
受
け
た
後
、
各
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
討
議
・
発
表
を
行

う
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点

で
身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
研

修
し
て
い
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

2
22

身
近
な
環
境
問
題
を
 

考
え
る
 

　
中
標
津
町
の
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
第
二
十
九
回
「
な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
」
が
二
月
七

日
・
八
日
の
二
日
間
、
し
る
べ
っ
と
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
会
場
に

は
多
く
の
人
々
が
訪
れ
、
力
作
揃
い
の
雪
像
の
前
で
記
念
撮
影
を
す
る
親
子
連
れ
や
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
は
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
、
大
い
に
冬
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
二

日
間
で
し
た
。 
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羅
臼
町
と
の
合
併
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
と
し
て
二
ヵ
月
…
。 

合
併
す
れ
ば
町
が
ど
う
変
わ
る
の
か
。 

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。 

今
月
号
で
は
第
二
回
合
併
協
議
会
開
催
内
容
と
羅
臼
町
と
の
合
併
デ
ー
タ

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
 

市
町
村
合
併
 

市
町
村
合
併
 ⑭ 

　
一
月
二
十
九
日
の
第
一
回
中
標
津
町
・

羅
臼
町
合
併
協
議
会
に
続
き
中
標
津
、

羅
臼
両
町
は
、
第
二
回
合
併
協
議
会
を

二
月
二
十
日
羅
臼
町
公
民
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
 

　
会
議
で
は
①
平
成
十
六
年
度
の
事
業

計
画
案
②
同
予
算
案
③
新
市
の
事
務
所

の
位
置
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

第
一
回
の
協
議
会
で
継
続
協
議
と
な
っ

て
い
た
③
新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ

い
て
は
交
通
体
系
や
地
域
経
済
・
日
常

生
活
の
流
れ
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、

住
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
地
域
、

現
中
標
津
町
役
場
に
設
置
し
た
い
と
事

務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
協
議
し
た
が
結

論
が
で
ず
小
委
員
会
に
付
託
し
検
討
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
協
議
事

項
は
下
記
の
と
お
り
。
 

　
ま
た
、
次
の
第
三
回
協
議
会
を
三
月

二
十
五
日
（
木
）
に
中
標
津
町
総
合
文

化
会
館
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。
 

　主な協議事項 

１．平成16年合併協議会事業計画　　　　　　　　　　　　　　承認 

　・協議会開催（毎月１回）・小委員会開催（随時） 

　・新市の将来構想及び新市建設計画策定 

　・合併協定項目の調整（協定書作成） 

２．平成16年度合併協議会予算（1,780万円）　　　　　　　　   承認 

（歳入） 

　・中標津町負担金　732.2万円 

　・羅臼町負担金　　180.8万円 

　・北海道補助金　　867   万円 

（歳出） 

　・市町村建設計画作成（住民用概要版３回他）　　　1120.2万円 

　・協議会だより作成委託料　　　　　　　　　　　　  420   万円他 

３．小委員会への付託事項　　　　　　　　　　　　　　　　　承認 

　・新市名称候補選定小委員会（選定方法［公募有無など］） 

　・議会議員等の定数及び任期に関する小委員会（定数、任期等） 

４．新市事務所の位置　　　　　　　　　　　　　　　　　継続協議 

　・中標津町丸山２丁目22番地（現中標津町役場）を提案するが結論

　がでず小委員会へ付託 

　　 ＜決定に当たって検討した事項＞ 
　　　①交通体系や地域経済などから、住民の利便性が高い地

域に設置を検討 
　　　②国や道の出先機関など、関係機関との連絡調整を図り

やすい地域を検討 
　　　③新庁舎を建設しない（既存庁舎活用）観点で、現施設

規模活用で検討 

合併に関する 
ことは 

・中標津町・羅臼町合併協議会 
　1（役場内）3-3111（内線531・532） 
・中標津町役場企画財政課企画係　13-3111（内線324・326） 

　その他 

１．市制施行について 
＜市制施行によって期待されるメリット＞ 
・ 地域のイメージアップ 
・ 地方分権時代における自治体機能の強化 
＜市制施行のデメリット＞ 
・ 特になし 
＜検討結果＞ 
　両町の個性を生かしながら、地域の中心都市として発
展していこうとするためにも、市制施行を行うことが住
民の期待に応えることになるものと考える。 
２．市制施行の状況 
＜道内の市制施行＞ 
　Ｓ41．５　富良野市 
　　　　　　富良野町（30,030人）と山部町（6,597人）
　　　　　　の合併により、人口3万特例で施行 
　Ｓ46．11　亀田市・人口5万及びその他の用件を満た
　　　　　　した。50,623人 
　Ｈ８．９　北広島市・同上　53,537人 
　　　　　　石狩市　・同上　52,209人 
  ＜道外の合併による市制施行＞　平成15年4月以降 
　Ｈ15．４　南アルプス市（山梨県）70,117人、 
　　　　　　山県市（岐阜県）30,951人、 
　　　　　　東かがわ市（香川県）37,761人 
　Ｈ15．５　瑞穂市（岐阜県）46,571人、 
　　　　　　田原市（愛知県）43,134人 
　Ｈ15．12　いなべ市（三重県）45,632人 
　Ｈ16．２　飛騨市（岐阜県）30,421人、 
　　　　　　本巣市（岐阜県）33,902人 
 

HP http://www.nakara-gappeikyo.jp 
E-mail  nr-gappeikyo@nakashibetsu.jp
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羅
臼
町
と
の
合
併
に
向
け
て
は
、
飛
び
地
で
、
し
か
も
両
町
役
場
間

は
七
十
キ
ロ
。
そ
の
た
め
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
に
よ
っ
て
人
件
費

の
削
減
や
財
政
支
援
措
置
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
今

月
号
で
は
合
併
デ
ー
タ
（
面
積
）
と
羅
臼
町
の
概
要
①
を
基
に
新
市

の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

羅
臼
町
と
の
合
併
 ② 

　
全
国
に
三
千
百
八
十
六
の
市

町
村
（
平
成
十
五
年
四
月
現
在
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
中
標

津
町
は
三
十
八
番
目
（
六
百
八

十
四
h
）
の
広
い
地
域
を
抱
え
、

羅
臼
町
も
百
三
十
四
番
目
（
三

百
九
十
七
h
）
と
行
政
面
積
は

広
い
。
合
併
に
よ
る
新
市
で
は

七
番
目
（
千
八
十
二
h
）
に
上
昇
。

全
国
平
均
の
九
倍
の
行
政
面
積

に
な
り
ま
す
。
 

　
面
積
の
内
訳
（
表
二
）
を
見

る
と
中
標
津
町
は
畑
や
牧
場
な

ど
の
農
用
地
が
四
割
を
占
め
る

が
、
羅
臼
町
は
そ
の
他
が
九
割

以
上
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、
宅

地
を
見
る
と
中
標
津
町
の
七
h

に
対
し
羅
臼
町
は
一
h
と
地
形
、

地
目
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。
合
併
前
後
で
面
積
を
比
較

す
る
と
、
農
用
地
と
宅
地
の
割

合
が
減
少
し
ま
す
。
 

合
併
相
手
の
羅
臼
町
の
概
要
を

三
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
 

 　
自
然
が
育
て
て
き
た
魚
に
よ
っ
て
生

か
さ
れ
て
き
た
町
。
海
や
自
然
の
恵
み

に
感
謝
し
な
が
ら
先
人
が
営
々
と
暮
ら
し
、

海
と
と
も
に
繁
栄
し
て
き
た
町
「
魚
の

城
下
町
ら
う
す
」
。
 

（
沿
革
）
 

　
羅
臼
（
ラ
ウ
ス
）
の
語
源
は
ア
イ
ヌ

語
「
ラ
ウ
シ
」（
獣
の
骨
の
あ
る
所
の

意
）
か
ら
転
化
し
た
も
の
で
、
こ
の
地

一
帯
は
ア
イ
ヌ
の
狩
猟
の
地
で
あ
っ
た

た
め
こ
の
名
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
 

　
明
治
三
十
四
年
標
津
外
六
ヵ
村
戸
長

役
場
の
区
域
に
属
し
て
い
た
「
植
別
村
」

が
分
離
独
立
し
、
植
別
村
戸
長
役
場
が

設
置
さ
れ
た
。
羅
臼
町
の
誕
生
で
あ
る
。

大
正
十
二
年
四
月
、
二
級
町
村
制
施
行

に
よ
り
村
名
を
「
植
別
村
」
と
し
た
。

昭
和
五
年
七
月
「
羅
臼
村
」
と
改
称
。

同
三
十
六
年
八
月
町
制
が
施
行
さ
れ
、

平
成
十
二
年
「
羅
臼
町
百
年
」
の
節
目

を
迎
え
た
。
 

（
概
要
）
 

　
日
本
最
後
の
秘
境
と
い
わ
れ
知
床
国

立
公
園
の
玄
関
口
に
当
た
り
、
北
海
道

の
東
北
端
に
位
置
し
標
高
七
三
八
ｍ
の

知
床
横
断
道
路
頂
上
か
ら
は
、
高
く
そ

び
え
る
羅
臼
岳
の
雄
姿
を
望
み
、
眼
下

に
は
北
方
領
土
の
国
後
島
が
横
た
わ
る
。

国
後
と
知
床
の
間
に
広
が
る
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
、
豊
か
な
こ
の
海
の
恵
み
が
今
日

の
町
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
日
本
で
も

有
数
な
漁
業
の
町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
 

　
平
成
九
年
度
よ
り
第
五
期
総
合
計
画

策
定
、【
人
・
ま
ち
・
自
然
い
き
い
き

知
床
新
時
代
】
〜
魚
の
城
下
町
ら
う
す

〜
を
町
づ
く
り
の
将
来
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
と
町

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
 

【
特
産
品
】
 

●
羅
臼
昆
布
・
昆
布
し
ょ
う
ゆ
・
鮭
・

ほ
っ
け
・
た
ら
・
キ
ン
キ
・
た
ら
こ

な
ど
 

●
海
洋
深
層
水
を
使
用
し
た
製
品
（
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
塩
・
日
本

酒
・
焼
酎
・
化
粧
品
・
た
ら
こ
）
な

ど
 

　
次
回
は
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」
を

目
指
す
羅
臼
町
を
紹
介
し
ま
す
。
 

（
原
稿
は
羅
臼
町
提
供
）
  

全国市町村面積ランキング 

1 
 
2 
 
3 
 
 
 
6 
 
7 
 
 
 
38 
 
 
 
134

1,450h 
 

1,373h 
 

1,320h 
 
 
 

1,099h
 

1,082h 
 
 
 

684.98h

397.84h

市町村名 面　　積 

足 寄 町  
 
静 岡 市  
 
別 海 町  
 
 
 
標 茶 町  
 
新 市  
 
 
 
中 標 津 町  
　 
 
 
羅 臼 町  

※市町村自治研究会が作成した平成15年３月31日現在の
「全国市町村要覧」より 

、、、、、 

、、、、、 

、、、、、 

、、、、、 

、、、、、 

、、、、、 

、、、、、 

、、、、、 
、、、、、 

表１ 

シンボルマーク 
平成９年度「魚の城下町らうす」のシン
ボルマークとして全国公募され住民投票
により決定された。 

魚の城下町らうす① 

中標津町 

羅臼町 

（財）北海道市町村振興協会作成 
（Ｈ15.2発行）の「市町村税の概要」より 

中 標 津 町  

羅 臼 町  

合併すると 

農用地（畑、牧場） 
その他（山林・原野等） 
宅　地 

表２ 

7.33h（1.0％） 

1.36h（0.3％） 3.98h（1.0％） 

0 20 40 60 80 100

406.12h（59.3％） 

392.5h（98.7％） 

798.62h（73.7％） 

271.53h
（39.7％） 

275.51h
（25.5％） 

8.69h（0.8％） 

％ 
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昨
年
秋
、
新
設
さ
れ
た
第
一
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会

女
子
の
部
で
、
中
標
津
町
立
丸
山
小
学
校
の
「
丸
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
が
全
道
優
勝

し
た
。
こ
の
大
会
で
は
予
選
か
ら
決
勝
ま
で
一
セ
ッ
ト
も
落
と
す
こ
と
な
く
完
勝

し
、
全
国
切
符
を
手
に
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
、
根
室
管
内
大
会
で
は
六
年
間
負
け
し
ら
ず
で
、
現
チ
ー
ム
に
な
っ
て

か
ら
夏
の
ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
優
勝
（
北
北
海
道
大
会
）
に
続
く
全
国
大
会
に
な
る
。
ペ

プ
シ
カ
ッ
プ
（
全
国
大
会
）
で
は
一
勝
（
三
敗
）
し
た
も
の
の
予
選
落
ち
だ
っ
た
だ

け
に
、
鹿
児
島
で
の
全
国
大
会
で
は 

”丸
山
魂

“
で
雪
辱
を
目
指
す
。
全
国
大
会
は

三
月
二
十
七
日
か
ら
。

市
町
村
合
併

第
一
回 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
北
海
道
大
会

 
 
 
 
 

初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

　

午
後
三
時
、
選
手
が
一
人
、
二
人
と

吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
体
育
館
に
集
ま

っ
て
く
る
。
ネ
ッ
ト
を
張
り
終
わ
る
と
、

黙
々
と
サ
ー
ブ
練
習
す
る
も
の
、
準
備

体
操
を
は
じ
め
る
も
の
な
ど
、
す
る
べ

き
役
割
を
き
ち
ん
と
こ
な
し
、
練
習
の

ス
タ
ー
ト
を
待
つ
。
チ
ー
ム
を
率
い
る

岩
田
監
督
は
「
練
習
量
は
ど
こ
に
も
負

け
な
い
」
と
自
負
す
る
。
「
と
に
か
く

練
習
が
好
き
な
子
ど
も
た
ち
だ
」
と
話

す
。

　

新
チ
ー
ム
（
昨
年
二
月
）
に
な
っ
て

休
ん
だ
の
は
三
日
程
度
。
学
芸
会
や
運

動
会
の
後
も
練
習
は
欠
か
さ
な
い
。
こ

の
チ
ー
ム
の
特
徴
は
「
球
を
よ
く
拾
い

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
チ
ー
ム
」
と
話
す
。

各
選
手
が
一
日
百
本
の
サ
ー
ブ
で
腕
を

磨
く
。
一
年
で
三
万
六
千
本
余
り
。
今

の
六
年
生
は
十
五
万
サ
ー
ブ
練
習
し
た

勘
定
だ
。
サ
ー
ブ
で
相
手
を
崩
し
て
倒

す
。

 

こ
れ
が
丸
山
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
だ
。

　

全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
、
十
月
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
道
大
会
（
札
幌
市
）

で
は
一
セ
ッ
ト
も
落
と
す
こ
と
な
く
優

勝
。
一
月
の
北
海
道
選
抜
大
会
（
江
別

市
）
で
も
優
勝
を
飾
り
、
二
冠
を
達
成
。

 

道
内
に
敵
な
し
の
勢
い
で
、
鹿
児
島

の
全
国
大
会
に
の
ぞ
む
。

!
　　　中標津町立丸山小学校

　　　　　　　　　　（齋藤隆司校長）
　昭和57年４月、

中標津市街地３番

目の小学校として

開校。「創造性豊

かで主体的な人間

の育成」が教育目

標。丸山ファイタ

ーズバレーボール

少年団は昭和63年ライオンカップ北北海道大会初出場以後、

各種大会で優勝。同バレー部は全国大会３度目の出場となる

強豪校。同校野球部も全道大会出場するなど、スポーツが盛

んな小学校。学級数15児童数357名教職員数25名。

第１回
北海道スポーツ少年団バレーボール交流大会成績

㈰町内大会　優勝（７月２６日）

　丸山小　２－０　東小

　　〃　　２－０　中小

㈪根室管内大会　優勝（８月３０日）

　丸山小　２―０　春松小

　丸山小　２―０　落石小

　丸山小　２―０　川北小

㈫全道大会　優勝（１０月１１～１２日）

　丸山小　２－０　江差小

　丸山小　２－０　帯広ウエスト

　丸山小　２－０　函館亀田小

　丸山小　２－０　江別中央小

　決勝

　丸山小　２－０　厚真ひまわり

　（全国大会出場決定）

丸山ファイターズ成績（道東規模以上の大会）

○道東白糠大会（白糠町５月10日）優勝

○ペプシカップ北北海道大会（富良野市6月28日

～）優勝

○スポーツ少年団全道大会（札幌市10月11日～）

　優勝

● 道新カップ道東大会（網走市11月15日～）準優勝

○北海道選抜優勝大会（江別市1月12日～）優勝

□ペプシカップ全国大会（東京都8月４日～）

　1勝３敗（予選落ち）

□スポーツ少年団全国大会（鹿児島県３月27日～）

　出場予定

①　佐藤　詩織　６年

２　小藪　まよ　６年

３　今井亜莉沙　６年

４　小藪　まみ　６年

５　藤田　麻弥　６年

６　川村あすみ　５年

７　畑中　聡子　５年

８　木村　美波　５年

９　南　　舞耶　５年

10　河本　明子　５年

11　原田　咲奈　５年

12　　木　綾乃　５年

岩田監督は……

「普段どおりの力を出せば決勝ト

ーナメント（ベスト８）の力はあ

る」と子ども達を信頼する。

岩田監督のモットーは「練習はう

そをつかない」。

佐藤主将は……

　ベスト８が目標。声を掛け合っ

て、笑顔で一点一点集中してみん

なで喜びを分かち合いたい。

森山コーチは……

「やる事さえやってくれれば結果

はついてくる。昨年の二の舞（全

国大会）を踏まなければ勝てる」

と選手への思いは強い。

森山コーチは元実業団の小田急バ

レー部に所属。

丸山ファイターズ
全国大会で飛躍を誓う
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後
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時
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と
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に
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に
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る
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と
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る
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の
、
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操
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る
も
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な
ど
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る
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役
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ち
ん
と
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な
し
、
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。
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岩
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監
督
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に
も
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け
な
い
」
と
自
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る
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「
と
に
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く

練
習
が
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な
子
ど
も
た
ち
だ
」
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新
チ
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ム
（
昨
年
二
月
）
に
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休
ん
だ
の
は
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日
程
度
。
学
芸
会
や
運

動
会
の
後
も
練
習
は
欠
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さ
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い
。
こ

の
チ
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ム
の
特
徴
は
「
球
を
よ
く
拾
い

バ
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ン
ス
の
と
れ
た
チ
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」
と
話
す
。

各
選
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が
一
日
百
本
の
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ブ
で
腕
を
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く
。
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で
三
万
六
千
本
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り
。
今

の
六
年
生
は
十
五
万
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練
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し
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だ
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で
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を
崩
し
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倒
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。
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中標津市街地３番

目の小学校として

開校。「創造性豊

かで主体的な人間

の育成」が教育目

標。丸山ファイタ

ーズバレーボール

少年団は昭和63年ライオンカップ北北海道大会初出場以後、

各種大会で優勝。同バレー部は全国大会３度目の出場となる

強豪校。同校野球部も全道大会出場するなど、スポーツが盛

んな小学校。学級数15児童数357名教職員数25名。

第１回
北海道スポーツ少年団バレーボール交流大会成績

㈰町内大会　優勝（７月２６日）

　丸山小　２－０　東小

　　〃　　２－０　中小

㈪根室管内大会　優勝（８月３０日）

　丸山小　２―０　春松小

　丸山小　２―０　落石小
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　丸山小　２－０　江差小
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丸山ファイターズ成績（道東規模以上の大会）
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岩田監督は……

「普段どおりの力を出せば決勝ト

ーナメント（ベスト８）の力はあ

る」と子ども達を信頼する。

岩田監督のモットーは「練習はう

そをつかない」。

佐藤主将は……

　ベスト８が目標。声を掛け合っ

て、笑顔で一点一点集中してみん

なで喜びを分かち合いたい。

森山コーチは……

「やる事さえやってくれれば結果

はついてくる。昨年の二の舞（全

国大会）を踏まなければ勝てる」

と選手への思いは強い。

森山コーチは元実業団の小田急バ

レー部に所属。

丸山ファイターズ
全国大会で飛躍を誓う
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第
二
十
九
回
な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り
は
二
月
七
日
、
八
日
の
二
日
間
し
る
べ

っ
と
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
観
客
で
賑
わ
っ
た
。

こ
の
冬
ま
つ
り
は
寒
さ
と
戦
い
な
が
ら
雪
像
を
製
作
す
る
根
気
の
い
る
作
業
だ
。

会
場
に
あ
る
大
雪
像
と
中
央
に
あ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
雪
像
。
後
者
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

雪
像
づ
く
り
を
仕
切
る
の
は
、
一
月
か
ら
中
標
津
青
年
会
議
所
理
事
長
に
就
任

し
た
雨
宮
慶
一
さ
ん
だ
。
 

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
雪
像
は
、
会
社
、
家
族
、
学
校
が
参
加
し
て
作
品
の
優
劣
を
競
う
。

学
校
に
よ
っ
て
は
、
卒
業
記
念
に
参
加
す
る
ク
ラ
ス
も
多
い
。
こ
の
雪
像
づ
く

り
は
代
々
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
イ
ベ
ン
ト
だ
。
過
去
に
予
算
を
減
ら
さ
れ
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
し
っ
か
り
と
青
年
会
議
所
の
伝
統
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町
民

に
定
着
し
て
い
る
。
雨
宮
さ
ん
自
身
も
会
社
が
毎
年
参
加
し
て
い
る
た
め
、
雪

像
づ
く
り
に
汗
を
流
し
た
経
験
が
あ
る
。
想
い
出
に
残
る
よ
う
に
雪
像
写
真
を

配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
今
も
し
っ
か
り
と
続
い
て
い
る
。
「
子
ど
も
た
ち
が
夜

遅
く
ま
で
頑
張
る
姿
に
心
を
う
た
れ
る
」
と
い
う
。
 

　
中
標
津
青
年
会
議
所
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
会
員
数
が
減
少
し
活
動
が
湿
り

が
ち
だ
が
、
冬
ま
つ
り
で
は
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
「
な
か
し
べ
つ
フ
レ
ン
ド

パ
ー
ク
ネ
バ
ー
ワ
イ
プ
ア
ウ
ト
」
や
会
場
内
で
「
デ
イ
ス
ク
ジ
ョ
キ
ー
生
放
送
」

な
ど
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。
三
十
一
歳
で
青

年
会
議
所
に
入
会
し
た
時
、
「
沢
山
の
友
人
や
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
事
は

プ
ラ
ス
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
「
青
年
会
議
所
活
動
を
や
っ
て
い
る
場
合
で
な

い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
経
験
は
、
き
っ
と
生
き
る
」
と
熱
く

語
る
。
会
社
の
雨
宮
印
刷
で
は
社
員
三
十
五
名
を
束
ね
る
常
務
と
し
て
忙
し
い
日
々

を
過
ご
す
。
 

　
中
標
津
警
察
署
に
被
害
届
け

が
出
て
い
る
「
オ
レ
オ
レ
詐

欺
」
は
四
件
約
八
百
万
円
。
ま

た
、
中
標
津
町
消
費
者
協
会
に

相
談
が
あ
っ
た 

”オ
レ
オ
レ
詐

欺
“
や
悪
質
商
法
な
ど
の
被
害

件
数
は
百
五
十
一
件
（
一
月
末

現
在
）
一
億
二
千
万
円
と
増
加

（
前
年
同
月
比
六
十
一
件
五
千

八
百
万
円
）
し
て
い
ま
す
。 

　
同
協
会
に
相
談
が
多
い
の
は
、

悪
質
商
法
に
よ
る
布
団
や
健
康

食
品
の
訪
問
販
売
、
消
費
者
金

融
に
よ
る
被
害
で
す
。
被
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

★
う
ま
い
話
に
ご
用
心
（
あ
な

た
だ
け
特
別
に
…
） 

★
お
か
し
い
な
と
お
も
っ
た
ら
早

め
に
確
認
（
不
審
に
思
っ
た
場
合
、

相
談
窓
口
へ
） 

★ 

説
明
内
容
は
書
面
で
確
認 

★
は
っ
き
り
い
お
う
「
い
り
ま
せ

ん
」
（
中
途
半
端
な
態
度
が
い

ち
ば
ん
危
険
で
す
） 

★
日
頃
の
備
え
が
自
分
を
救
う
（
日

頃
か
ら
被
害
者
防
止
対
策
が
必

要
） 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
や 

悪
質
商
法
の
被
害
に
ご
注
意 

件数 

150 

100 

50

消費相談の件数推移 

13

63

14

120

15　年度 

151

 

※中標津町消費者協会調べ 
　平成15年度のみ１月末現在 

西３北２　　 
　雨　宮　慶　一  さん 

なかしべつ冬まつり 
ファミリー雪像を仕切る 

こまったときは消費相談窓口へ 
　○中標津町消費者協会 
　　役場生活課内 
　　　　　　1（3）3111（内218） 
　○ 根室消費者生活相談所 
　　　　　　10153（29）2860 
　○ 北海道消費者協会 
　　　　　　1011（271）0999



9

健康いちばん 

細　田　　　桂 町立中標津病院　外科医師 

　
骨
は
タ
ン
パ
ク
質
や
リ
ン
な
ど
と
と

も
に
、
た
く
さ
ん
の
カ
ル
シ
ウ
ム
で
出

来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
骨
に
含
ま
れ

る
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
量
は
若
年
期
を

ピ
ー
ク
に
年
齢
と
と
も
に
減
っ
て
き
ま
す
。

そ
し
て
骨
量
が
減
少
す
る
と
、
骨
は
も

ろ
く
な
り
、
折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
状
態
が
骨
粗
し
ょ
う
症
で
す
。
骨

粗
し
ょ
う
症
は
女
性
に
多
い
病
気
で
、

閉
経
期
か
ら
急
激
に
骨
量
が
減
少
し
骨

粗
し
ょ
う
症
を
起
こ
し
ま
す
。
 

　
現
在
、
日
本
に
は
一
千
万
人
以
上
の

骨
粗
し
ょ
う
症
患
者
が
い
る
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
骨
の
構
成
成
分
で
あ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
食
事
で
摂
取
さ
れ
、

骨
に
運
ば
れ
骨
が
作
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

骨
は
し
な
や
か
さ
を
保
つ
た
め
に
、
古

く
な
っ
た
骨
の
成
分
を
壊
し
、
新
陳
代

謝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
骨
量
の
減
少
は
、

こ
の
よ
う
な
骨
形
成
、
骨
吸
収
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
結
果
な
の
で
す
。
 

　
骨
粗
し
ょ
う
症
で
問
題
に
な
る
の
は

骨
折
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨

折
の
多
く
は
脊
椎
、
大
腿
骨
頚
部
（
股

関
節
）
に
起
こ
り
ま
す
。
脊
椎
骨
折
を

起
こ
し
た
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で

は
肺
疾
患
な
ど
の
原
因
で
死
亡
率
が
高

く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、

老
人
の
寝
た
き
り
の
約
十
％
が
大
腿
骨

頚
部
骨
折
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
骨
量
測
定
に
は
D
X
A
と
い
う
方
法

が
使
わ
れ
ま
す
。
若
年
成
人
者
の
骨
密

度
の
平
均
の
七
十
％
未
満
に
な
る
と
骨

粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ
れ
ま
す
。
治
療

に
は
、
運
動
療
法
、
食
事
療
法
、
薬
物

療
法
が
あ
り
、
骨
量
の
減
少
の
程
度
や

症
状
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
軽
症

の
場
合
は
、
運
動
療
法
と
食
事
療
法
で

様
子
を
見
ま
す
が
、
か
な
り
骨
量
が
減

少
し
て
い
る
場
合
は
薬
物
療
法
を
始
め

ま
す
。
薬
剤
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が

あ
る
た
め
、
骨
形
成
、
骨
吸
収
の
状
態
、

年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
使
う
薬
剤
を
決
め

て
い
ま
す
。
 

　
中
標
津
町
で
は
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
将
来
の
骨
折
予
防

の
た
め
に
一
度
受
け
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
 

 

「骨粗しょう症」について 

2003気象データ 中標津町の最深積雪量は71cm

表１ 

　気象データ（表１）で見ると中標津町は、根室管内で２
番目～３番目の数値になっています。管内各市町は日照時
間が降水量より多くなっていますが、羅臼町だけは降水量
が多い地域になっています。また、中標津町の最深積雪量
は羅臼町についで多く、根室市の2.4倍の71cmになってい
ます。 
　この5年間の気象データ（表２）によると、中標津町は
昨年降水量と最大風速が最大で、最高気温が30℃を超えな
い冷夏の年でした。また、今年（２月25日現在）の最深積
雪量は109cmになっています。 

 
1999年 
2000年 
2001年 
2002年 
2003年 

最　高 
34.3 
32.8 
30.9 
30.2 
27.4

最　低 
-19.6 
-24.4 
-26.9 
-21.5 
-23.4

降水量 
（a） 
 

最大風速 
（ｍ/ｓ） 

 

日照時間 
（時間） 

 

最深積雪量 
（b） 

 

中標津町の５年間の気象データ 表2

根室管内の降水量と日照時間 

 降水量（mm） 

日照時間（h） 

※ 根室は気象官署、それ以外の地点はアメダスデータ。 
　札幌管区気象台HPより 

1,088 
1,263 
911 
1,264 
1,276 

 

12 
10 
12 
11 
14

1,736 
1,606 
1,646 
1,669 
1,632

82 
103 
69 
111 
71

気　温℃ 

 年 平均気温℃  

平均風速（m/s） 

最深積雪量（cm） 

中標津町 根室市 別海町 標津町 羅臼町 

4.9 

2.2 

71

5.5 

5.0 

30

4.7 

2.1 

62

5.3 

2.8 

－ 

4.8 

1.3 

111

500 1,000 1,500 2,000

 中標津町 

根 室 市  

別 海 町  

標 津 町  

羅 臼 町  

1,276
1,632

954
1,741

1,195
1,760

1,091
1,677

1,408
1,395
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1011

税　　金

I N F O R M A T I O N

3
ＭＡＲＣＨＭＡＲＣＨ

くらしの広場くらしの広場

きまりを守り　明るいまちにしましょう　町民憲章より

誇りをもって働き　豊かなまちにしましょう 　町民憲章より

からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう 　町民憲章より

教養を高め　よりよい文化を育てましょう　 町民憲章より

自然を愛し　美しいまちにしましょう　町民憲章より

3

３月は町税・各種使用料・
　　　負担金等の滞納整理
　　　　　　　　強調月間です

　町税、国民健康保険税、介護保険料、

下水道受益者負担金、上下水道使用料、

公営住宅使用料、保育料、給食費、医

療費等各種収納金の納め忘れはありま

せんか！

　３月は町税等各種収納金の決算期で

す。もう一度お手元の各納付書をお確

かめのうえ、お忘れの方は早急に納め

ましょう。

　土曜日や日曜日、夜間も各担当職員

が徴収にお伺いすることがありますの

で、ご協力をお願いします。

　納付書を紛失された方、納税、納付

について相談のある方は各担当係まで

ご連絡ください。

・税 務 課 納 税 係（内線209）

・保険介護課保険税係（内線234）

・保険介護課介護保険係（内線236）

・上下水道課業務係（内線249）

・管 理 課 住 宅 係（内線332）

・町立中標津保育園（12-2376）

・給 食 セ ン タ ー（12-2673）

・町立病院医事課医事係（12-8200）

【町税等収納向上対策本部】

　事務局：税務課納税係

　～町税等各種収納金の

　　　　　　　納付は口座振替で～

３月は道税の
　納税推進強調月間です

叩調月間」として、道税の納税推進に

取り組み、滞納の解消に努めます。

　税金は、住みよい地域社会をつくる

ための貴重な財源です。みなさんの暮

らしを支える道税の納税にご協力くだ

さい。

　なお、３月25日（木）は午後９時

まで夜間納税窓口を根室支庁税務課内

に開設します。

　道税の納税に関するお問い合わせ、

ご相談は根室支庁総務部税務課納税係

10153（24）5466まで

�

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地　

東
中
団
地

・
二
階
建
の
３
Ｄ
Ｋ

　

昭
和
五
十
一
年
建
設　
　
　
　

一
戸

　

家
賃　
　

一
万
三
千
二
百
円
〜

　
　
　
　
　

二
万
千
九
百
円

募
集
団
地　

泉
中
央
団
地

・
三
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

平
成
六
年
建
設　
　
　
　
　
　

一
戸

　

家
賃　
　

二
万
二
千
五
百
円
〜

　
　
　
　
　

三
万
七
千
三
百
円

申
込
期
限　

三
月
十
六
日
（
火
）
ま
で

受
付
場
所　

役
場
管
理
課
住
宅
係

抽

選

日　

三
月
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時

抽
選
会
場　

役
場
三
〇
一
号
会
議
室

入
居
可
能
日　

平
成
十
六
年
四
月

時
間
外
に
受
診
さ
れ
る
方
へ

　

町
立
中
標
津
病
院
で
は
、
四
月
一
日

よ
り
時
間
外
に
受
診
さ
れ
る
患
者
様
に

つ
い
て
、
預
り
金
と
し
て
一
人
『
五
千

円
』
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療

費
受
給
者
証
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
の
提
示
の
患
者
様
及
び
生
活
保
護
世

帯
、
定
期
的
に
治
療
さ
れ
て
い
る
患
者

様
に
つ
い
て
は
除
く
）

　

患
者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
病
院

事
業
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

生
ご
み
の
減
量
化
を

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
重
量
の
約
四
割
を

占
め
る
と
い
わ
れ
る
生
ご
み
。
ご
み
の

減
量
化
を
進
め
る
上
で
生
ご
み
の
減
量

化
は
重
要
課
題
で
す
。
各
家
庭
で
少
量

の
生
ご
み
減
量
化
を
行
う
こ
と
で
そ
の

効
果
は
多
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
生
ご
み
処
理
容
器
「
コ
ン

ポ
ス
ト
」
に
代
わ
り
、
安
価
で
手
軽
な

処
理
容
器
と
し
て
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
に
て
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
展
示
を
三
月
末
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
減
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
活
課
環
境
衛
生
係
ま

で
。

所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
及
び
納

付
は
三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
書

等
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、
税
務
署
の

窓
口
や
郵
送
で
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

申
告
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く
文
字
や

数
字
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
直
接
読

み
取
り
ま
す
の
で
、
「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
を
参
考
に
丁
寧
に
ご
記
入
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
方

の
所
得
税
の
口
座
振
替
日
は
、
四
月
十

六
日
（
金
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
根
室
税
務
署
1
０
１
５

３
（
２
３
）
３
２
６
１
ま
で
。

固
定
資
産
税
に
か
か
る

縦
覧
期
間
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
固
定
資
産
税
に
か
か
る
縦
覧

期
間
は
、
四
月
一
日
（
木
）
〜
五
月
三

十
一
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
は
除
き
ま
す
。
）
こ
の

期
間
中
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
一
回
百

円
の
閲
覧
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
）

　

こ
の
機
会
に
、
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
お
気

づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
の
係

に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
昨
年
中
に
土
地
や
家
屋
を
売

っ
た
方
や
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
で
、

登
記
な
ど
の
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
な
け
れ
ば
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

閲
覧
場
所
は
、
税
務
課
窓
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
。

育
英
資
金
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
六
年
度

新
規
に
育
英
資
金
の
利
用
を
希
望
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
資
格
は
、
町
民
の
方
で
高

等
学
校
以
上
の
教
育
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
で
す
。

貸
付
額
（
年
額
）

・
高
等
学
校　

十
二
万
円
以
内

・
高　
　

専　

十
八
万
円
以
内

・
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

　
　
　
　
　
　

二
十
四
万
円
以
内

申
込
期
間

　

三
月
十
五
日
（
月
）
〜
四
月
十
五
日

（
木
）
ま
で
の
間
に
教
育
委
員
会
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
総
務
管
理

課
総
務
係
ま
で
。

雪
上
車
・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
等
の

乗
り
入
れ
禁
止
の
お
知
ら
せ

　

知
床
国
立
公
園
、
遠
音
別
岳
原
生
自

然
環
境
保
全
地
域
、
斜
里
岳
、
野
付
風

蓮
道
立
自
然
公
園
等
の
指
定
区
域
に
つ

い
て
は
、
法
令
等
に
よ
り
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
等
の
乗
り
入
れ
は
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
有
林
で
は
、
立
木
や
造
林
木
、
幼

稚
樹
を
損
傷
さ
せ
る
た
め
及
び
安
全
上

の
問
題
等
か
ら
原
則
と
し
て
雪
上
車
・

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
に
つ
い

て
は
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
（
林
道
等

を
含
む
）
し
か
し
、
近
年
、
一
部
の
心

な
い
入
林
者
に
よ
る
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

の
乗
り
入
れ
の
た
め
の
立
木
の
損
傷
等

が
見
受
け
ら
れ
る
実
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
警
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
お

り
、
森
林
管
理
署
に
お
い
て
も
森
林
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
巡
視
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
林
道
入
り
口
等
に
は
注
意

看
板
を
設
置
し
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
根
釧
東
部
森
林
管
理
署

1
０
１
５
３
８
（
２
）
２
２
０
２
ま
た

は
、
羅
臼
自
然
保
護
官
事
務
所
1
０
１

５
３
８
（
７
）
２
４
０
２
ま
で
。

海
の
安
心
セ
ッ
ト

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

羅
臼
海
上
保
安
署
で
は
、
海
で
の
事

故
対
策
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

町
内
の
釣
具
店
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
ダ
イ

ヤ
ル
１
１
８
番
の
浸
透
や
救
命
胴
衣
の

着
用
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、
潮
の
干

満
が
わ
か
る
潮
汐
表
も
掲
載
。
漁
業
者

の
み
な
ら
ず
、
釣
り
愛
好
家
や
海
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
に
大
い
に
役
立
つ

も
の
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
羅
臼
海
上
保
安
署

1
０
１
５
３
８
（
７
）
３
９
９
９
ま
で
。

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

日 月 火 水 木 金 土高病原性鳥インフルエンザについて
　今年に入り、国内の養鶏場の鶏及び愛玩用のチャボにて高病

原性鳥インフルエンザの発生がありました。食品（鶏肉・鶏卵）

を食べることによって人へ感染した例はありませんが、発生諸

国へ旅行される方は一般的な予防について注意をお願いします。

なお、町内で鶏・アヒル・七面鳥・うずら等を飼養している方

は、防疫の徹底と異常鶏等の早期届出をお願いします。

　その他不明な点については、農林課畜産係まで。

健　　康

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（1 0154-22-0111）
日時／３月16日（火）午後１時～午後５時　　場所／中標津町経済センター

神経芽細胞腫の検査休止のお知らせ

　北海道では生後６ヵ月の乳児を対象

に、神経芽細胞腫の検査を行っていま

した。今回、国の「神経芽細胞腫検査

の検討会」より、この検査では神経芽

細胞腫の死亡を減少する効果がはっき

りしないとの報告があり、『神経芽細

胞腫の検査事業は休止する。』と国か

ら通知がありました。このため北海道

においても、神経芽細胞腫検査事業を

平成16年４月から休止する事になり

ました。

　４月１日からは検査ができませんの

で、生後６ヵ月以上のお子様で検査用

ろ紙をお持ちの方は、平成16年３月

25日までに検査機関へ届くよう送付

してください。

　詳しくは、下記へお問い合わせくだ

さい。

・北海道中標津保健所健康推進課

　保健予防係1（２）２１６８

・中標津町保健センター

　母子保健係1（２）２７３３

　「神経芽細胞腫検査の検討会」の詳

しい内容は、厚生労働省のホームペー

ジをご覧ください。

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2

003/08/s0814-2.html

整
備
が
進
む
運
動
公
園

23
30

16日（火）

25日（木）

26日（金）

27日（土）

28日（日）

29日（月）

17:15～20:00まで

17:15～20:00まで

17:15～20:00まで

9:00～17:00まで

9:00～17:00まで

17:15～20:00まで

窓口延長

〃

〃

休日窓口

〃

窓口延長

町立病院からのお知らせ

　３月の整形外科診療日は次のとおり

です。

　お問い合わせは、町立中標津病院

　　　　　　　　　　　1２－8200

※　他医療機関からの患者様については、

他医療機関における治療経過・投薬等が

わかる診療情報提供書を持参して受診し

ていただきますよう、ご協力をお願いし

ます。

※　毎月、初回の診察日に、保険証の提示

をお願いします。

月曜日　１日　８日　15日　22日　29日

火曜日　なし

水曜日　３日　10日　17日

木曜日　４日　11日　18日　25日

金曜日　５日　12日　19日　26日



１
○
○
○
５
○
○
○
○
●
○
○
○
○
●

５１５２５３５６１
○
○
○
５
○
○
○
○
●
○
○
○
○
●

５１５２５３５

1011

税　　金

I N F O R M A T I O N

3
ＭＡＲＣＨＭＡＲＣＨ

くらしの広場くらしの広場

きまりを守り　明るいまちにしましょう　町民憲章より

誇りをもって働き　豊かなまちにしましょう 　町民憲章より

からだをきたえ　しあわせな家庭にしましょう 　町民憲章より

教養を高め　よりよい文化を育てましょう　 町民憲章より

自然を愛し　美しいまちにしましょう　町民憲章より

3

３月は町税・各種使用料・
　　　負担金等の滞納整理
　　　　　　　　強調月間です

　町税、国民健康保険税、介護保険料、

下水道受益者負担金、上下水道使用料、

公営住宅使用料、保育料、給食費、医

療費等各種収納金の納め忘れはありま

せんか！

　３月は町税等各種収納金の決算期で

す。もう一度お手元の各納付書をお確

かめのうえ、お忘れの方は早急に納め

ましょう。

　土曜日や日曜日、夜間も各担当職員

が徴収にお伺いすることがありますの

で、ご協力をお願いします。

　納付書を紛失された方、納税、納付

について相談のある方は各担当係まで

ご連絡ください。

・税 務 課 納 税 係（内線209）

・保険介護課保険税係（内線234）

・保険介護課介護保険係（内線236）

・上下水道課業務係（内線249）

・管 理 課 住 宅 係（内線332）

・町立中標津保育園（12-2376）

・給 食 セ ン タ ー（12-2673）

・町立病院医事課医事係（12-8200）

【町税等収納向上対策本部】

　事務局：税務課納税係

　～町税等各種収納金の

　　　　　　　納付は口座振替で～

３月は道税の
　納税推進強調月間です

叩調月間」として、道税の納税推進に

取り組み、滞納の解消に努めます。

　税金は、住みよい地域社会をつくる

ための貴重な財源です。みなさんの暮

らしを支える道税の納税にご協力くだ

さい。

　なお、３月25日（木）は午後９時

まで夜間納税窓口を根室支庁税務課内

に開設します。

　道税の納税に関するお問い合わせ、

ご相談は根室支庁総務部税務課納税係

10153（24）5466まで

�

道
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
団
地　

東
中
団
地

・
二
階
建
の
３
Ｄ
Ｋ

　

昭
和
五
十
一
年
建
設　
　
　
　

一
戸

　

家
賃　
　

一
万
三
千
二
百
円
〜

　
　
　
　
　

二
万
千
九
百
円

募
集
団
地　

泉
中
央
団
地

・
三
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

平
成
六
年
建
設　
　
　
　
　
　

一
戸

　

家
賃　
　

二
万
二
千
五
百
円
〜

　
　
　
　
　

三
万
七
千
三
百
円

申
込
期
限　

三
月
十
六
日
（
火
）
ま
で

受
付
場
所　

役
場
管
理
課
住
宅
係

抽

選

日　

三
月
十
九
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時

抽
選
会
場　

役
場
三
〇
一
号
会
議
室

入
居
可
能
日　

平
成
十
六
年
四
月

時
間
外
に
受
診
さ
れ
る
方
へ

　

町
立
中
標
津
病
院
で
は
、
四
月
一
日

よ
り
時
間
外
に
受
診
さ
れ
る
患
者
様
に

つ
い
て
、
預
り
金
と
し
て
一
人
『
五
千

円
』
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

受
給
者
証
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療

費
受
給
者
証
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
の
提
示
の
患
者
様
及
び
生
活
保
護
世

帯
、
定
期
的
に
治
療
さ
れ
て
い
る
患
者

様
に
つ
い
て
は
除
く
）

　

患
者
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
病
院

事
業
の
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

生
ご
み
の
減
量
化
を

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
重
量
の
約
四
割
を

占
め
る
と
い
わ
れ
る
生
ご
み
。
ご
み
の

減
量
化
を
進
め
る
上
で
生
ご
み
の
減
量

化
は
重
要
課
題
で
す
。
各
家
庭
で
少
量

の
生
ご
み
減
量
化
を
行
う
こ
と
で
そ
の

効
果
は
多
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
生
ご
み
処
理
容
器
「
コ
ン

ポ
ス
ト
」
に
代
わ
り
、
安
価
で
手
軽
な

処
理
容
器
と
し
て
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
に
て
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
展
示
を
三
月
末
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
減
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
生
活
課
環
境
衛
生
係
ま

で
。

所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
は

三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
及
び
納

付
は
三
月
十
五
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

　

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
書

等
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、
税
務
署
の

窓
口
や
郵
送
で
早
め
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

申
告
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く
文
字
や

数
字
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
直
接
読

み
取
り
ま
す
の
で
、
「
確
定
申
告
の
手

引
き
」
を
参
考
に
丁
寧
に
ご
記
入
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
方

の
所
得
税
の
口
座
振
替
日
は
、
四
月
十

六
日
（
金
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
根
室
税
務
署
1
０
１
５

３
（
２
３
）
３
２
６
１
ま
で
。

固
定
資
産
税
に
か
か
る

縦
覧
期
間
の
お
知
ら
せ

　

今
年
の
固
定
資
産
税
に
か
か
る
縦
覧

期
間
は
、
四
月
一
日
（
木
）
〜
五
月
三

十
一
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
は
除
き
ま
す
。
）
こ
の

期
間
中
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。
（
期
間
を
過
ぎ
ま
す
と
一
回
百

円
の
閲
覧
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。
）

　

こ
の
機
会
に
、
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
お
気

づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
担
当
の
係

に
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
昨
年
中
に
土
地
や
家
屋
を
売

っ
た
方
や
、
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
で
、

登
記
な
ど
の
所
定
の
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
な
け
れ
ば
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

閲
覧
場
所
は
、
税
務
課
窓
口
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税
係
ま
で
。

育
英
資
金
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
六
年
度

新
規
に
育
英
資
金
の
利
用
を
希
望
す
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
資
格
は
、
町
民
の
方
で
高

等
学
校
以
上
の
教
育
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
で
す
。

貸
付
額
（
年
額
）

・
高
等
学
校　

十
二
万
円
以
内

・
高　
　

専　

十
八
万
円
以
内

・
大
学
、
短
大
、
専
修
学
校

　
　
　
　
　
　

二
十
四
万
円
以
内

申
込
期
間

　

三
月
十
五
日
（
月
）
〜
四
月
十
五
日

（
木
）
ま
で
の
間
に
教
育
委
員
会
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
総
務
管
理

課
総
務
係
ま
で
。

雪
上
車
・
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
等
の

乗
り
入
れ
禁
止
の
お
知
ら
せ

　

知
床
国
立
公
園
、
遠
音
別
岳
原
生
自

然
環
境
保
全
地
域
、
斜
里
岳
、
野
付
風

蓮
道
立
自
然
公
園
等
の
指
定
区
域
に
つ

い
て
は
、
法
令
等
に
よ
り
ス
ノ
ー
モ
ー

ビ
ル
等
の
乗
り
入
れ
は
規
制
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
有
林
で
は
、
立
木
や
造
林
木
、
幼

稚
樹
を
損
傷
さ
せ
る
た
め
及
び
安
全
上

の
問
題
等
か
ら
原
則
と
し
て
雪
上
車
・

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の
乗
り
入
れ
に
つ
い

て
は
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。
（
林
道
等

を
含
む
）
し
か
し
、
近
年
、
一
部
の
心

な
い
入
林
者
に
よ
る
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

の
乗
り
入
れ
の
た
め
の
立
木
の
損
傷
等

が
見
受
け
ら
れ
る
実
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
道
警
に
よ
る
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
て
お

り
、
森
林
管
理
署
に
お
い
て
も
森
林
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
巡
視
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
林
道
入
り
口
等
に
は
注
意

看
板
を
設
置
し
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
根
釧
東
部
森
林
管
理
署

1
０
１
５
３
８
（
２
）
２
２
０
２
ま
た

は
、
羅
臼
自
然
保
護
官
事
務
所
1
０
１

５
３
８
（
７
）
２
４
０
２
ま
で
。

海
の
安
心
セ
ッ
ト

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

羅
臼
海
上
保
安
署
で
は
、
海
で
の
事

故
対
策
に
つ
い
て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

町
内
の
釣
具
店
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
海
上
保
安
庁
の
緊
急
ダ
イ

ヤ
ル
１
１
８
番
の
浸
透
や
救
命
胴
衣
の

着
用
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
、
潮
の
干

満
が
わ
か
る
潮
汐
表
も
掲
載
。
漁
業
者

の
み
な
ら
ず
、
釣
り
愛
好
家
や
海
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
人
に
大
い
に
役
立
つ

も
の
で
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
羅
臼
海
上
保
安
署

1
０
１
５
３
８
（
７
）
３
９
９
９
ま
で
。

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8

15
22
29

2
9

16
23
30

日 月 火 水 木 金 土高病原性鳥インフルエンザについて
　今年に入り、国内の養鶏場の鶏及び愛玩用のチャボにて高病

原性鳥インフルエンザの発生がありました。食品（鶏肉・鶏卵）

を食べることによって人へ感染した例はありませんが、発生諸

国へ旅行される方は一般的な予防について注意をお願いします。

なお、町内で鶏・アヒル・七面鳥・うずら等を飼養している方

は、防疫の徹底と異常鶏等の早期届出をお願いします。

　その他不明な点については、農林課畜産係まで。

健　　康

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（1 0154-22-0111）
日時／３月16日（火）午後１時～午後５時　　場所／中標津町経済センター

神経芽細胞腫の検査休止のお知らせ

　北海道では生後６ヵ月の乳児を対象

に、神経芽細胞腫の検査を行っていま

した。今回、国の「神経芽細胞腫検査

の検討会」より、この検査では神経芽

細胞腫の死亡を減少する効果がはっき

りしないとの報告があり、『神経芽細

胞腫の検査事業は休止する。』と国か

ら通知がありました。このため北海道

においても、神経芽細胞腫検査事業を

平成16年４月から休止する事になり

ました。

　４月１日からは検査ができませんの

で、生後６ヵ月以上のお子様で検査用

ろ紙をお持ちの方は、平成16年３月

25日までに検査機関へ届くよう送付

してください。

　詳しくは、下記へお問い合わせくだ

さい。

・北海道中標津保健所健康推進課

　保健予防係1（２）２１６８

・中標津町保健センター

　母子保健係1（２）２７３３

　「神経芽細胞腫検査の検討会」の詳

しい内容は、厚生労働省のホームペー

ジをご覧ください。

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2

003/08/s0814-2.html

整
備
が
進
む
運
動
公
園

23
30

16日（火）

25日（木）

26日（金）

27日（土）

28日（日）

29日（月）

17:15～20:00まで

17:15～20:00まで

17:15～20:00まで

9:00～17:00まで

9:00～17:00まで

17:15～20:00まで

窓口延長

〃

〃

休日窓口

〃

窓口延長

町立病院からのお知らせ

　３月の整形外科診療日は次のとおり

です。

　お問い合わせは、町立中標津病院

　　　　　　　　　　　1２－8200

※　他医療機関からの患者様については、

他医療機関における治療経過・投薬等が

わかる診療情報提供書を持参して受診し

ていただきますよう、ご協力をお願いし

ます。

※　毎月、初回の診察日に、保険証の提示

をお願いします。

月曜日　１日　８日　15日　22日　29日

火曜日　なし

水曜日　３日　10日　17日

木曜日　４日　11日　18日　25日

金曜日　５日　12日　19日　26日



 

こ
の
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
　
　 

平成16年 3
VOL.495 （　） 内は前月比 

誕生   21人    死亡  13人 
転入   72人    転出  58人　 

1月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,868（＋22） 
11,727（＋  7） 
12,141（＋15） 
9,908（＋  5） 

なかしべつ  

公的個人認証サービスがスタートしました 公的個人認証サービスがスタートしました 
【公的個人認証サービスのイメージ図】 

ＩＣカード（住民基本台帳カード等）を利用した、公

的個人認証サービスがスタートしました。 

今後、様々な行政手続がインターネットを通じてでき

るようになります。この際、他人によるなりすまし申

請や、通信途中での改ざんなどを防ぐ必要があります。 

公的個人認証サービスとは、電子証明書を交付するこ

とにより、こうした機能を全国どこに住んでいる人に

対しても提供するものです。 

 

公的個人認証サービスＱ＆Ａ 
 
Ｑ1 電子証明書の発行を受けるには？ 
　Ａ１　役場窓口で発行申請に必要なもの（下記）により本人確

認し、所定の用紙に記入後、機械に暗証番号を入力して
完了です。（有効期間は3年間で、電子証明書の情報に
異動が生じた際は失効してしまいます。） 

　　　【発行申請に必要なもの】 
　　　①住民基本台帳カード（お持ちでない方は先に住民基本台

帳カードの申請が必要になります。交付まで時間を要し、
手数料1,500円がかかります。） 

　　　②本人確認書類（旅券、住民基本台帳カード、運転免許証
などの顔写真つきの公的な証明書） 

　　　③発行手数料　500円（但し、平成16年3月31日までは無料） 
 
Ｑ2 具体的にどのようなサービスを受けられるの？ 
　Ａ２　現在のところ、国税の電子申告・納税、旅券申請、社会

保険（年金、健康保険等）関係の申請・届出が予定され
ており、その他国の機関、各地方公共団体の手続きが順
次追加される予定になっています。（各サービス開始時
期についてはお問い合わせください。） 

 
Ｑ3 その他必要なものは？ 
　Ａ３　インターネットに接続でき、必要なソフト（申請手続時

にCD-ROMをお渡しします。）をインストールしたパソ
コンと、ＩＣカードリーダライタ（※）が必要になります。
（※ＩＣカードリーダライタとは、電子証明書が記録さ
れたカードを読み込むために必要な機械です。電気店な
どで数千円から購入できますが、対応機種については事
前に役場窓口で確認してください。） 

【公的個人認証サービスについてのお問い合わせは、生活課戸籍住民係（内線215）まで。】 


